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なデータが示されている 問題 ３ ｘ＋５。 「 （ ）
＝ のとき、ｘの値は、次のどれですか 」30 。
という問題に対しての正答率は、中学１年生










































ら、ｘ×６＋ ×３＝６ｘ＋ と表150 450
せる。
３ 問題の中に「 円持って行って、おつ1000
りが 円という関係がある から370 1000」 、
－(代金)＝ という関係があり、２ で370
表した６ｘ＋ を使うと、この関係か450
ら、 －(６ｘ＋ )＝ という方1000 450 370
程式がつくられる。
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５ 求めた という値を使うと、 －(６30 1000
× ＋ )＝ となり、問題の状況30 450 370
と合っているから、鉛筆の値段が 円で30
あることを確かめる。


































































に、それは ×６＝ を得るために２倍12 72
され、１組の６を加え、更に最後にもう一






















































図３モデルの発展 図４学習レベル. . . .
最初のレベルは、状況的レベル(situational






















倍・ 倍････する 「除数の分だけ取り去100 」、
る という考えや表現に見直され さらには」 、 、
「できる限り密接に被除数にアプローチしよ



















































































































×５＋ ＝ 」から「ｘ×５＝ 」へ50 1300 1250
至る式の変形の過程で使う考え方は 「代金、
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３．２ 想定される考えや表現の発展の可能
性





問題場面から方程式に表すと、 ＋ ＝ 、ax b c






















120 60 600×４＋ ×２＝
・ノートの値段を 円とすると130
130 60 640×４＋ ×２＝
：
・ノートの値段を 円とすると160




は、 － ＝ 円。ノート４冊が760 120 640 640
円だから、□×４＝ 円。４倍して 円640 640
だから ノート１冊の値段は ÷４＝、 、640 160
円 」。
３．２．２ ax＋b＝cx＋dの形の問題場面
この場面では、 ＋ ＝ の形の問題場ax b c


























２×１＋ ＝ 冊12 14
・１束のノートの数を３冊とすると
A君の持っているノートの数は、
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３×３＋２＝ 冊11
B君の持っているノートの数は、
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る 」( )と分析し、等式の性質がこの解。 p.171
法の一般化によって得られるものであること
を指摘している。




であろうと想定した 合計の代金が 円で「 、760
消しゴムの代金が ×２＝ 円だから、60 120
ノート４冊の代金は、 － ＝ 円。760 120 640
ノート４冊が 円だから □×４＝ 円640 640、 。
４倍して 円だから ノート１冊の値段は640 、 、
640 160÷４＝ 円 」という解法が、問題の。
中にある４×□＋ ×２＝ という数量60 760
の関係に目を向け、その関係を使って 「合、
計の 円から、消しゴムの 円を引い760 120
て ノート４冊の代金は 円 のように」、「 」 、640
問題の中にある関係を操作し、新たな関係を
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